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１．はじめに  

 近年，道路陥没の発生は後を絶たない．令和 3年度における

道路陥没発生数は約 10,000 件報告されている 1)．道路排水施

設による道路陥没が主な要因だが，図-1 に示す様に海岸護岸付

近で比較的規模の大きい空洞が発見されることも多い．しか

し，海岸護岸を要因とする道路陥没の発生メカニズムに関する

研究は行われてきているが，未だ不明な点が多い． 

 本研究では，山口県内の国道を対象とした海岸護岸周辺の空

洞に関する現地調査を行い，前報 2)の模型実験結果における空

洞の発達過程と比較検討を行った結果を報告する． 

 

２．調査方法 

 本研究では，山口県内の海岸護岸沿いの国道において，車載型地中レーダー探査の結果，3.0m 以浅に空洞

が存在する可能性がある 4箇所に削孔調査を行った．その結果，4箇所中 2箇所において，空洞が確認された．

その 2 箇所を対象として，全天球カメラによる撮影，レーザースキャナによる空洞の形状測定などを行った． 

 

３．調査結果 

 図-2 に海岸護岸沿いの国道において発見

された陥没危険度評価 Bの削孔調査結果を示

す．空洞の発生深度は 0.38m，空洞厚は 1.74m

であり，概略の広がりは道路縦断方向に

4.5m，横断方向に 1.6mであった．なお，この

空洞については発見後，即日埋戻しの対応が

なされている． 

 全天球カメラの撮影結果から，舗装（アス

コン）及び路盤（砕石）下から空洞が存在す

ることが確認できる．また，レーザースキャ

ナの測定結果から，削孔調査位置から扇型に

空洞が擁壁の方向に向かって発達しているこ

とが上面から分かる．また，道路横断面から

でも同様のことが確認出来るとともに，擁壁

に沿って下方向に空洞が存在すること，路盤

底部に沿って道路横断方向に空洞が発達して

いることが伺える． 

 キーワード 空洞，陥没，現地調査 
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図-1 海岸護岸沿いの空洞例 

 

   
図-2 削孔調査結果① 
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 現地では図-3 に示す様に海岸護岸下部に損傷が存在すること

から，こちらが土砂流出の経路となり，空洞の発生に繋がった可

能性が高い．現地の埋設物としては，工業用水の水道管や電気コ

ルゲート管が存在し，それが空洞中に宙吊りの状態となっている

ことが図-4 の様に確認されたが，直接的な空洞の原因ではない

と推察される． 

 次に，図-5 に同じく海岸護岸沿いの国道において発見された

陥没危険度評価判定外の削孔調査結果を示す．空洞の発生深度は

2.85m，空洞厚は 0.3mであり，概略の広がりは現段階では不明で

ある． 

 全天球カメラの撮影結果から，舗装（アスコン）及び路盤（砕

石），砂，花崗岩の地盤下の深い位置に空洞が存在することが確

認できる．レーザースキャナの測定結果から，削孔調査位置から

扇型に空洞が擁壁の方向に向かって発達しており，特に図の下左

側に向かっての空洞の発達が著しいことが分

かる．また，道路横断面からの表示でも同様の

ことが確認出来るとともに，花崗岩の地盤に

沿って横断方向に空洞が発達していることが

伺える． 

 なお，現地では明確な海岸護岸の損傷が確

認されなかったことから，土砂流出の経路は

不明である．なお，現地の埋設物も，空洞発生

箇所には存在しない．今後，追加の調査・観測

を実施し，土砂流出の経路や空洞の発達過程

を確認する予定である． 

 

4．考察 

 現地調査の結果から，護岸に沿って空洞が

存在すること，路盤や岩盤層に沿って横断方

向に空洞が発達していることが確認できた．

これは，前報において模型実験で観察された

空洞の形状と同様であり，模型実験は現場の

状況をよく再現していると考えられる． 

 本調査結果と実験結果から，護岸付近の空洞は下部から護岸に沿って上方に進展し，その後，路盤などの下

部から道路横断方向に発達すると考えられる．この発達過程は，陥没危険度が高い，比較的大きな空洞が道路

下部に発達することになる可能性が高く，比較的深い位置に存在する段階で空洞を把握し，対応することが重

要である． 
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図-5 削孔調査結果② 
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図-3 護岸の損傷箇所 

 

図-4 空洞内の様子 
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